



成されている天文を中心とした専門類書であるが、 『隋書』経籍志や『旧唐書』経籍志・ 『新唐書』芸文志などの目録類にも見えず、現在中国には残されていない。日本にのみ残されたいわゆる佚存書である。日本では『日本三代実録』貞観十八年（八七六）八月六日条を初見とし、以後、江戸時 に至るまで陰陽道関係文献を中心として様々な場面で利用されていたことが確認できる。平安時代に編纂された将来漢籍目録である『日本国見在書目録』にも「天地瑞祥志廿」と見え、平安期には全二十巻が将来されていたことが確認できる。　
現在、現存最古の写本である前田育徳会尊経閣文庫本（江戸時
代の貞享三年［一六八六］写）のほか、尊経閣本の転写本である京都大学人文科学研究所本（昭和七年） どが存在しているが、
全巻が伝存しているのではなく、 「第一」 「第七」 「第十二」 「第十四」 「第十六」 「第十七」 「第十八」 「第十九 廿」と約半数の九巻が残存しているのみである。　
本書は、 残存している 「第一」 の 「啓」 によると、 麟徳三年 （六六六）
四月に「大史臣薩守真」により 大王殿下」へ提出されたものであることがまず確認できるが、麟徳三年は正月に改元しているため四月は存在しないことなど不審な点が多く見られ、その成立に関して多くの疑義が呈されている。 特に本書 編纂地 ついては、唐であるのか新羅であるのかで議論 分かれている。　
本書は中村璋八「天地瑞祥志について（附引書索引） （同『日























の研究者には基礎文献すら入手できない状況であり、依然本書をめぐる 状況が良いとは決して言うことが きな 。　
そうした状況を変えるために、二〇一一年秋に数名の有志によ
り『天地瑞祥志』研究会（代表・水口幹記）を立ち上げ、毎月一回の輪読会を行ってきている。東京で開催 いる通常例会は二〇一五年七月現在で三十九回を数え、また夏 特別例会を開（京都・仙台・東京） 、研究会・資料調査を行い、検討を続けてきている。難解なテキストであるため、残念ながら遅々として進まずという状況であるが、いくつかの巻は公開することができる状況となった。　
そこでまずは、本書の冒頭部分である「第一」の翻刻・校注を











かれた金容天・崔賢花訳注『天地瑞祥志：唐帝国の 家祭祀と儀礼』 （芸文 院、二〇 七年）が、 「第一」と「第二十」の訳注を付している。
（水口幹記）
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閣文庫所蔵『天地瑞祥志』と異なる際 は、①の本文の右旁に［一］ ［二］……と付し、 文末に書き入れや校異を記した。但し、僅かでも字体が異なる文字をすべて挙げることは繁雑の難があるため、抄本に頻見する異体字の類で、一見して同義 文字であると判断可能な文字は、これ 略 載せ いない。 （尊経閣本との校合は、尊経閣において当該書 実見し、紙焼きを購入している水口が各担当者と共同で行った。 ）
校訂一、①に示した原文を適宜正字に改め、句読点など 記号を付し











訓読一、②の文章を訓読し、③に記した。注釈一、 関連資料は③の右旁に（一） （二）……と付し、 ④に提 。一、④には、関連資料 書名 篇名と本文を記し 『天地瑞祥志』

















































































































文』序曰、 「魏甘露五年正月乙酉、 日有食之。君弱臣强、 反征其主。五月、高貴作難也。 」吾亦將借子之矛、以刺子之猷 今、以曆術勘甘露五年日食、是合曆數。然而有殃也。由此觀 、韓楊
8
雷同不







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































臣聞、 『尚書』起於前、 『左傳』繼於後、虞夏之迹、 、商周之風、略焉可踵。六經殘
缺3
、學者異聞、文義僻馳、各守所見、

























































































也〉五 建 皇極 皇大也極中 言立事當用大中之道也守曰皇極之灾雲氣龍虵各在類篇也〉六曰又用三德〈治民
柔正直之三德
也事在人篇也〉七曰明用稽疑〈夏殷用上筮各異三人並卜従二人之言女有大疑謀及乃心謀及庶人謀及庶人謀及卜 也〉八曰念用庶徴〈念思也庶衆也徴應也其雨陽煖寒風時也各有類篇也〉九曰饗用五福畏用六極〈言所以勸人用 福所以威人用 極也五福一壽二富三康寧無疾病也四似好德也言所好者德福之道 五考終命 言 成長短之命也六極一凶短折二疾三憂 貧五悪六弱也皆在 篇也〉凡此五十六字皆雒書本文也以類相従分在諸篇也為國家之瑞祥盡於此也［一］ 「犬」に作る。
04②


























居民也。五司徒 主教以禮義也。六司寇、主姦盗使無縱也。七賓、八師。各在類篇也。 〉 。四曰、叶用五紀〈
協□
和也。謂一歳、二日、











謀及卜筮也。 〉 。八曰 念用庶徴〈念思也、庶衆也 徴應也。其雨・陽・煖・寒・風時 。各在
3
類篇也。 〉 。九曰、饗用五福、畏用六極〈言






































































しむるを主るなり。 七は賓、 八は師と謂ふ。 各〻類篇に在るなり。 〉 。四に曰く、
叶かな
ふるに五紀を用ふ〈協は和なり。一は歳、二は日、
三は月、四は星辰、五は曆數と謂ふなり。事は「七耀篇」に在るなり。 〉 。五に曰く 建つるに皇極 用ふ〈皇 大なり、極は中なり。 事を立つるに當に大中の道を用ふべきを言ふなり。 守曰く 「皇極の災、雲氣龍虵、各〻類篇 在るなり。 」と。 〉 。六に曰く、
艾おさ














謀る 庶人に及び、謀る 卜筮に及ぶなり 〉 。八に曰く、念
おも
ふに

































































































































































































































































































































































































今 『瑞祥志』 所載據 『左傳』 曰、 「天反時爲災 〈宰來反、 平。杜預曰 「反時寒暑。 」天性。又「天火
8
曰災。 」〻之言傷也。烖・災彼皆同灾字
也。 〉 、 地反物爲妖〈於驕反、 平。杜預曰、 「群物失性。 」 『漢書』 「草
木之妖。〻猶夭
8
。 」 、 〻猶言災也、
訞同妖字也。 〉 、 人反德爲亂〈鸞











































 古拜の反、去なり。 〉と謂ふ。 」と。
06④
（一）





















































〈生井反、 上。 〉 、 臣子作逆謂之反〈非
宛反、上。 〉 、凶咎謂之殃〈於良反、 。 〉 。 」張晏
□
注曰、 「民有三年


































を升平〈舒丞の反、扶呈の反 曰ふ。 」と。 「三
（三）
年の食を餘す。














































『穀梁傳』 曰、 「一穀不升謂之嗛 〈嫌簟反、 上。食不足也。 『莊子』 曰、「嗛蒭
3
豢之味也。 」 。 〉 、 二穀不升謂之飢〈覊怡反、 平。 『爾雅』曰 「不
熟爲饑。 」飢同字者也。 〉 、三穀不升謂之饉〈奇鎭反、去。 「蔬菜不熟 （反
3
） 。 」 。 〉 、 四穀不昇謂之
〈苦唐反、 平。 『説文』 曰、 「空虛之也。 」 〉 、



















































































































為觸也〉相冒正過為淩〈力氷反平〉相擊 闘 當豆 去 相淩不見為蝕〈乗
反入巫咸曰月奄星〻減謂之月食星〻有光謂之星食月










反、 平。 〉 。若天牢星多爲實〈神日反、 。 〉 、 開出星少爲虛〈欣居反、平。 〉 。如三台相遠爲闊〈課括反、入。 〉 、相近爲陿〈胡夾反、入。 〉 。牽引爲曳直〈餘滞反、去、除力反、入。 〉 、同舍爲合 胡答 、入。守曰、 「舍猶廿八宿也。在一宿也。 」 〉 。七寸已内光芒相及爲犯〈凡感反、上。又流星侵至爲犯、徐行犯爲干、疾走制爲捉
8
、如二牛相
投爲觸也。 〉 、 相冒正過爲淩〈力氷反、 平。 〉 、 相擊爲鬭〈當豆反、 去 〉 、






























































































































著明天文曰未應去而去為出 〈尺律反入〉 未應来而来為入 〈而習反入〉在上過為乗〈實伏反平〉俳佪不去其度為守〈
又反去守曰俳佪猶















將死也〉［一］ ［二］ 「包」に作る。［三］ 「凌」に作る。
39
10②
『著明天文』曰、 「未應去而去爲出〈尺律反、入。 〉 、未應來而來爲入〈而習反、入。 〉 、在上過爲乘〈實伏反、平。 〉 、俳佪不去其度爲守 〈收又反、 去。守曰、 俳佪猶仿偟。若往若來。猶似有遺而久居也。孟康曰、 「居之衆曰爲守也。 」 『廣雅』曰、 「守久也 」 〉 、住不移爲留〈六求反、 平。守曰、 「是謂遠留期、 而久居不移動 『爾雅』曰、「留久也。 」 〉 、行止有常爲舍〈奢罵反、 。守拠『周禮』 「行者所解之止處曰舍也。 」 。應行而蹔住 故『左傳』曰、 「一宿爲舍 。周廻為環繞〈患班反、平。如小 上 去而復還爲句〈久具反、去。 〉 、再句爲己〈居理反、上。 『白虎通』 「己之言折屈而起也。 」 〉 。色非其常爲變〈碑眷反、去 又物成咎爲變也 〉 光耀搖爲動〈洞摠反、上。 〉 、潤澤和順爲喜〈欣秘反、去。 〉 、壯
3
大色强爲怒〈奴戸






















習の反、入。 〉と爲し、上に在りて過ぐるを乘〈實伏の反、平。 〉と爲し、 俳佪して其の度を去らざるを守





















處の所を舎と曰ふなり。 」と。應に行くべく 蹔ら 住む。故に『左傳』に曰く、 「一
（六）
宿

















































































































































神社所蔵皆川家資料） に載る。当該箇所には 「守曰」 の記載も残り、多少の文字の異同はあるものの本項目からの引用であることがわかる。ただし、 『天地瑞祥志』や『著明天文』という書名は見られない。なお、本研究会では佚文収集も行っており、 『天文要抄』はその際に本文を紹介する予定である。
（水口幹記）





























































































































































































































 祀を絶つ。 』と。十二月、 水・
火
 斗に合す。占に曰く、 『事を擧ぐるに兵を用ふ可からず、必ず

















































































を守す 〈心を天王と爲す。 〉 。



















































































































































師古曰「是年春築臺于郎、 夏築臺于薛、 秋築臺于秦。秦・郎・薛、皆魯地。 」
（田中良明）
〈みずぐち
 もとき／本学准教授〉
〈たなか
 よしあきら／大東文化大学東洋研究所講師〉
